
救命救急法講習会を開催しました！ 
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こんにちは、事務長の矢来と申します。 

新年度となりましたが私も当院に入職し早

くも 8 年の年月が経ちました。それでも、病

院の業務はとても奥が深く、まだまだ勉強不

足を感じているのが昨今の心境です。 

さて、世の中一般的には、人手不足や少子高

齢化に対応するためデジタル化がもの凄いス

ピードで進行しており様々な効率化を求めら

れておりますが、やはり当院としましては、心

の健康を担う専門職として、安心、信頼、あた 

たかみのある丁寧な対応を心がけることが何より大切であると考えています。

そして、お一人でも多くの患者さんに当院を受診して良かったと感じていた

だければと思っております。 

当院は来年 4 月で大きな節目となる 70 周年を迎えることとなりますが、

更に今後とも皆様に信頼される病院となるため、小さな事からご期待に添え

ますよう努力していきたいと思っています。そのためにも、ご意見、ご要望が

ありましたらお気軽にお申し付けくださればと思いますのでよろしくお願い

申しあげます。 

 

 

 

日本赤十字社石川県支部様に来院してい

ただき、新入職員研修の一環として、救命救

急法講習会を開催しました。 

心肺蘇生や AED を用いた除細動、気道異

物除去法等の救命救 

急法の基礎について 

学びました。緊急時 

には誰もが適切に救 

急法を実践できるよ 

う、日々技術の向上 

に努めて参ります。 
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かないわ病院 基本理念 

１．患者様の権利・人権を 

尊重します。 

２．適切な医療と正確な情報を 

提供します。 

３．社会復帰と地域支援を 

目指します。 

 かないわ病院 基本方針 

・私達は、個人の尊厳を厳守し

十分な説明と同意に基づく医

療を提供します。 

・私達は、患者様の主体性･個

別性を重視し最小限の制限と

開放に努めます。 

・私達は、自己啓発に努めると

ともに全職員相互の力を発揮

できるように努めます。 

 

事務長 矢来
や ぎ

 敏郎
としろう

 

当院の敷地出入口に今年も

綺麗な桜が咲きました。 



第６回院内報告会を開催しました！ 

新入職員紹介～ようこそ！かないわ病院へ～ 
 

 

 今年度 8 名の職員が入職しました。2 日間の研修後にそれぞれの部署に配属され、先輩たちと力を合わせて 

頑張っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 病院内には医師や看護師をはじめ多種多様な専門性を持った職員が働いています。2 月 28 日に各部署の 

1 年の取り組みについて発表しました。職員同士で各業務を理解する貴重な時間となりました。 

部 署 名 発 表 内 容 

栄 養 部 温冷配膳車導入の取り組み～適切な温度管理の実現を目指して～  

生活支援室 痙縮による痛みの緩和を目指して 

外 来 当院の訪問看護の現状 

2 階 病 棟 怒りに支配されるな！！ 

3 階 病 棟 患者のストレングスを活用した看護 

4 階 病 棟 閉塞性動脈硬化症の患者に対する手浴の効果・効能 

5 階 病 棟 「選べる」「こうしたい」を支えるケアを考える 

事 務 部 ネットワーク分離環境下でのファイルの受け渡しについて 

地域連携室 地域連携室が目指す当院と地域の繋がり～選ばれる病院で在り続けるために～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

かないわ病院 

医療法人明仁会 

〒920-0351 

石川県金沢市普正寺町 9-6 

電 話 076-267-0601㈹ 

F A X 076-267-0962 

かないわ病院に入職したいと思ったきっかけは、実習で先輩方に分からないところを質問した時に親

身になって応えてくれたことです。患者さんに寄り添う看護を提供するアットホームな環境に魅力を感

じ 4 月に新卒で入職しました。 

私は患者さんに寄り添い思いを傾聴し、その患者さんに合う看護が出来る看護師を目指したいと思い

ます。その為に、かないわ病院で働く頼れる先輩方のご指導の下で学び、経験を積んで、目指している

看護師像に近づけるように頑張ります。（林 優里） 

4 階病棟勤務となりました武村です。看護師として働くのは初めて

であり、不安も感じていますが、患者さん一人ひとりに耳を傾け、そ

れぞれの個性やニーズに合わせた看護を提供できるよう自己研鑽に励

むとともに、先輩方からも積極的に学ばせて頂きながら日々努めてい

きます。（武村 健太郎） 


